
　

猛
暑
と
超
大
型
台
風
に
み
ま
わ
れ
た

夏
、
そ
し
て
残
暑
の
秋
分
が
過
ぎ
は
や

10
月
で
す
。
長
年
、
急
性
期
病
院
勤
務

を
し
て
い
た
の
で
、
療
養
病
棟
の
業
務

に
戸
惑
う
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
2
か
月

経
過
し
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
横
浜
市
大
医
学
部
を
昭
和
55
年

に
卒
業
し
、
2
年
間
の
研
修
の
後
、
外

科
治
療
学
（
旧
第
１
外
科
）
に
入
局
し
、

大
学
、
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
、

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
横
浜
南
共
済
病
院

そ
し
て
平
塚
共
済
病
院
に
通
算
28
年
間

勤
務
し
退
職
し
ま
し
た
。「
専
門
は
？
」

と
問
わ
れ
る
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
頭
部
と
心
臓

以
外
は
手
が
け
ま
し
た
が
、
一
番
多
い
の

は
消
化
器
が
ん
で
し
た
。
緩
和
病
棟
の

な
い
病
院
で
し
た

の
で
、一
般
外
科
病

棟
で
の
緩
和
、
訪
問

ナ
ー
ス
の
協
力
を

得
て
在
宅
緩
和
、

開
業
医
と
の
連
携

で
の
在
宅
看
取
り

で
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
５
年

間
は
、
外
科
系
副
院
長
と
し
て
管
理
者

の
仕
事
以
外
に
、
地
域
と
の
が
ん
診
療

連
携
、
防
災
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
沢
湘
南
台
病
院
は
今
ま
で
訪
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
急
性

期
病
棟
、回
復
期
病
棟
、緩
和
ケ
ア
病
棟
、

療
養
病
棟
、
包
括
ケ
ア
病
棟
、
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
地
域
医
療
に
対
し
て
の

病
院
の
あ
り
か
た
を
調
べ
て
い
た
と
き

湘
南
地
区
の
一つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目

し
H
P
を
見
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
こ

10
年
来
、
地
域
完
結
型
、
持
続
可
能
な

医
療
に
関
心
を
寄
せ
て
い
て
、
こ
の
病
院

を
自
己
完
結
型
病
院
と
し
て
捉
え
て

い
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
こ
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

療
養
病
棟
の
立
ち
位
置
・
存
在
意
義
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
毎
日
で
す
が
、

「
病
棟
区
分
は
医
療
側
が
か
っ
て
に
決
め
た

区
分
に
過
ぎ
な
い
、
目
の
前
に
い
る
患

者
さ
ん
を
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
流
れ
の
中

で
治
療
（
C
u
r
e 

&
C
a
r
e
）

し
よ
う
」
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
病
棟
の
看
護
師
、
看
護
助
手
、
薬

剤
師
、
病
棟
ク
ラ
ー
ク
が
一
生
懸
命
で
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
入
院
中
の
患
者
さ

ん
が
な
か
な
か
味
わ
い
深
い
人
達
な
の

で
す
。

　

外
科
医
上
が
り
の
医
者
で
あ
り
ま
す

が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

藤
沢
湘
南
台
病
院 

● 

療
養
病
棟
の
担
当
に
な
り
ま
し
た  

白
石 

龍
二
で
す

　当院で比較的多い疾患の１つである炎症性腸疾患を
集約する目的で炎症性腸疾患（IBD）センターを設け
ました。センター長（部長級）は松田玲圭先生が就
任しました。従って、内科は IBD センター（松田セン
ター長）、循環器内科（坂部長）、消化器内科（大熊
部長）、糖尿病科（北村部長）という新体制になりま
した。また、内科系代表として坂部長が、連絡・報告・
相談役としての役割を担うこととなりました。

内科診療科の体制が少し
変更になりました

お知らせ
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ライフメディカルフィットネス
ライフメディカル健診プラザ

　
泌
尿
器
科
は
現
在
、常
勤
医
３
名
、非
常
勤
医
1
名
体
制
で

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
科
で
は
、腎
、尿
管
、膀
胱
、尿
道
と
い
っ
た
尿
路
と
精
巣
、

前
立
腺
を
は
じ
め
と
し
た
男
性
生
殖
器
の
疾
患
を
診
て
い
ま
す
。

症
状
と
し
て
主
な
も
の
は
、排
尿
に
関
す
る
症
状（
尿
が
出
に

く
い
、も
れ
る
、回
数
が
多
い
、尿
が
赤
い
、排
尿
す
る
時
痛
い
）、

左
右
ど
ち
ら
か
の
背
部
痛
、下
腹
部
痛
、陰
部
が
腫
れ
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
症
状
が
気
に
な
り
ま
し
た
ら
、泌
尿
器

科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
外
来
診
察
は
病
院
1
号
館
1
階
Ｃ
ブ
ー
ス
で
午
前
中
毎
日
、

午
後
も
火
曜
か
ら
金
曜（
金
曜
は
偶
数
週
の
み
）行
な
っ
て
い
ま

す
。近
隣
の
泌
尿
器
科
を
含
む
病
院
か
ら
の
紹
介
の
ほ
か
、予

約
外
の
診
療（
午
後
は
予
約
の
み
）も
行
な
い
ま
す
。

　
ま
た
行
っ
て
い
る
主
な
手
術
は
、膀
胱
癌
に
対
す
る
経
尿
道

的
膀
胱
腫
瘍
切
除
、前
立
腺
癌
に
対
す
る
前
立
腺
全
摘
術（
今

年
度
よ
り
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ
」を
導
入
）腎
癌
に

対
す
る
腹
腔
鏡
下
腎
摘
術
、前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
経
尿
道

的
前
立
腺
切
除
術
、尿
路
結
石
に
対
す
る
体
外
衝
撃
波
結
石
破

砕（
E
S
W
L
）や
レ
ー
ザ
ー
を
使
用
し
た
経
尿
道
的
尿
路
結

石
除
去
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

手
術
は
毎
週
月
曜
日
と
奇
数
週
の
金
曜
日
の
午
後
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、状
況
に
よ
り
火
曜
日
午
前
中
、水
曜
日
午
後
に
施
行

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。入
院
病
棟
は
、主
に
病
院
1
号
館
６
階

に
な
り
ま
す
。　

　
治
療
方
針
の
決
定
に
は
、病
状
に
つ
き
丁
寧
な
説
明
を
心
が

け
、で
き
る
だ
け
患
者
様
の
希
望
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
診
療
し
て
い
ま
す
。当
院
泌
尿
器
科
の
特
徴
と
し
て
、

近
隣
の
泌
尿
器
科
開
業
の
先
生
か
ら
多
く
の
紹
介
を
頂
い
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。今
後
も
こ
の
病
診
連
携
を
大
事

に
し
、信
頼
さ
れ
る
病
院
に
し
て
い
く
よ
う
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

り ょ く  よ う
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前
立
腺
と
は 

▼
図
１

　
男
性
に
の
み
存
在
す
る
臓
器
で
、
膀

胱
の
出
口
に
位
置
し
、
尿
道
を
取
り
囲

ん
で
い
ま
す
。
精
液
の
一
部
を
担
う
前

立
腺
液
を
作
っ
て
い
ま
す
。

  

前
立
腺
癌
に
つ
い
て

◆
危
険
因
子

　
年
齢
、
家
族
歴
な
ど
が
前
立
腺
癌

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

◆
症
状

　
早
期
の
前
立
腺
癌
は
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
は
健
康
診
断
な
ど
で

行
わ
れ
る
P
S
A
検
査
を
契
機
に
診
断

さ
れ
ま
す
。

検
査
法

P
S
A
検
査

　
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
前
立
腺
癌
を
早
期
発
見
す
る
た
め

に
最
も
有
用
な
検
査
で
す
。
癌
や
炎
症

に
よ
り
前
立
腺
組
織
が
壊
れ
る
と

P
S
A
が
血
液
中
に
漏
れ
出
し
、
増
加

し
ま
す
。
血
液
検
査
で
P
S
A
値
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
前
立
腺
癌
の
可
能
性

を
推
定
し
ま
す
。

直
腸
診

　
肛
門
か
ら
指
を
挿
入
し
、
前
立
腺
の

背
側
を
触
れ
、
大
き
さ
、
前
立
腺
の
表

面
の
凹
凸
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

画
像
検
査

　
M
R
I
検
査
で
は
、
前
立
腺
癌
の
局

在
診
断
を
し
ま
す
。
前
立
腺
癌
と
診
断

さ
れ
た
場
合
、
C
T
検
査
、
骨
シ
ン
チ

グ
ラ
フ
ィ
で
転
移
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

前
立
腺
針
生
検

　
年
齢
、
P
S
A
値
、
直
腸
診
、

M
R
I
検
査
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
、
前
立
腺
癌
が
疑
わ
れ
る
場
合
、

前
立
腺
針
生
検
を
行
い
ま
す
。

　
針
で
刺
し
、
前
立
腺
組
織
を
採
取
し

ま
す
。
採
取
し
た
組
織
を
検
査
し
、
癌

細
胞
が
あ
る
か
確
認
し
ま
す
。
こ
の
検

査
で
癌
細
胞
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
前

立
腺
癌
の
診
断
と
な
り
ま
す
。

治
療
法 

▼
図
2

　
主
な
治
療
は
、
監
視
療
法
、
手
術
、

放
射
線
療
法
、
内
分
泌
療
法
、
化
学

療
法
で
す
。
年
齢
、
体
の
状
態
、

P
S
A
値
、
腫
瘍
の
悪
性
度
、
リ
ス
ク

分
類
、
転
移
の
有
無
な
ど
か
ら
総
合
的

に
判
断
し
、
最
終
的
に
は
患
者
様
と

相
談
し
治
療
を
決
定
し
ま
す
。
監
視

療
法
、
手
術
、
放
射
線
療
法
は
主
に

転
移
の
な
い
限
局
性
前
立
腺
癌
に
、

内
分
泌
療
法
、
化
学
療
法
は
主
に
転
移

性
前
立
腺
癌
に
適
応
と
な
り
ま
す
。

監
視
療
法

　
前
立
腺
癌
の
中
で
特
に
悪

性
度
が
低
い
場
合
適
応
に
な

り
ま
す
。
無
治
療
で
経
過
観

察
し
、
P
S
A
検
査
、
前
立

腺
針
生
検
を
定
期
的
に
行
い
、

病
状
が
進
行
し
た
場
合
積
極

的
な
治
療
介
入
を
行
い
ま
す
。

手
術

　
前
立
腺
と
精
嚢
を
摘
出

し
、
膀
胱
と
尿
道
を
つ
な
ぎ

ま
す
。
手
術
の
方
法
と
し
て
、

開
腹
手
術
、
腹
腔
鏡
手
術
、

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
あ
り
ま
す
。

開
腹
手
術

　
下
腹
部
の
正
中
を
切
開
し

手
術
を
行
い
ま
す
。

腹
腔
鏡
手
術

　
腹
部
に
小
さ
な
穴
を
数
カ
所
開
け
て
、

炭
酸
ガ
ス
で
膨
ら
ま
せ
た
状
態
で
専
用

の
カ
メ
ラ
や
器
具
を
挿
入
し
手
術
を
行

い
ま
す
。
開
腹
手
術
に
比
べ
て
創
が
小

さ
く
、
術
後
の
回
復
が
早
く
な
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術

（
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
前
立
腺
全
摘
除
術
）

▼
図
３

　
概
ね
方
法
は
腹
腔
鏡
手
術
と
同
様

で
、
小
さ
な
穴
を
数
カ
所
開
け
、
炭
酸

ガ
ス
で
腹
部
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。
腹
腔

鏡
手
術
で
は
人
間
が
カ
メ
ラ
、
器
具
を

持
っ
て
手
術
を
行
い
ま
す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
で
は
そ
れ
ら
を
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト

（
ダ
ビ
ン
チ
）
が
持
ち
、
そ
の
手
術
用

ロ
ボ
ッ
ト
を
人
間
が
遠
隔
操
作
す
る
こ

と
で
手
術
を
行
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が

カ
メ
ラ
な
ど
を
持
つ
こ
と
で
、
微
細
な

手
の
震
え
が
制
御
さ
れ
、
拡
大
画
面
を

見
な
が
ら
よ
り
精
密
な
手
術
が
で
き

ま
す
。
開
腹
手
術
と
同
等
の
癌
の
根
治

性
が
期
待
で
き
、
創
が
小
さ
く
、
腹
腔

鏡
手
術
と
比
較
し
て
も
術
後
の
回
復
が

早
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

放
射
線
療
法

　
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
X
線
や
電
子
線
を

照
射
し
て
、
癌
細
胞
を
障
害
し
、
癌
を

小
さ
く
す
る
方
法
で
す
。

内
分
泌
療
法

　
前
立
腺
癌
は
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
刺
激

で
進
行
し
ま
す
。
内
分
泌
療
法
は
男
性

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
抑
え
る
こ
と
で
、

前
立
腺
癌
の
進
行
を
遅
ら
せ
ま
す
。

化
学
療
法

　
抗
が
ん
剤
を
投
与
し
、
前
立
腺
癌
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
も
の
で
す
。一般
的
に

は
転
移
が
あ
り
、
内
分
泌
療
法
の
効
果

が
な
く
な
っ
た
方
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　
前
立
腺
癌
は
早
期
に
治
療
す
れ
ば

完
治
で
き
る
病
気
で
す
。
当
院
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
を
導
入
し
て
お
り
、
最
先

端
の
治
療
が
提
供
で
き
ま
す
。

　
P
S
A
検
査
で
異
常
値
を
認
め
た
場

合
、
気
軽
に
泌
尿
器
科
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

前
立
腺
癌
の
診
断
、治
療
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
が
進
む
現
在
の
日
本
で
は
、死
因
の
第
一
位
は
悪
性
新
生
物
（
い
わ
ゆ
る
癌
）
で
す
。
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図2

図1 健康長寿ネット 前立腺肥大症の原因
（図：前立腺とその周辺の臓器や器官） より

がんナビレポート　自身の状態と希望で治療法を選ぶ前立腺がん治療（2014.10.21） より

聖隷浜松病院Webマガジン 白いまど（2016.12） より
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